
月刊「視聴覚教育」（日
本視聴覚教育協会）に、今
年度、名情研からは以下の
６名の皆さんの情報教育に
ついての実践事例が掲載さ
れます。

名情研だより
第３９号

名古屋市情報教育研究会
２０１９年７月

名情研総会

５月９日(木)、
名古屋市教育館で
名情研の総会を行
いました。部会で
は、部員の自己紹
介の後、今後の予
定を確認しました。

月刊「視聴覚教育」

5月号：
7月号：
9月号：
11月号：
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3月号：

安部 達也
小川 拓也
石本 敢大
長谷川堅亮
谷川 翔一
石川 幸大

今年度の研究

研修会･研究発表大会のお知らせ

「名情研Web」のご案内

２０１９年度 名古屋市情報教育研究会 研究主題

「子どもたちの学びを深める情報教育」
－主体的・対話的な学びを支える情報活用能力の育成－

「名情研の活動って？」
「ＩＣＴを生かしたい！」
「実践が見たい！」
「名情研Web」では、名情研

会員以外の方にも役立つ情報を
発信しています。

http://www.meijoken.com/

★NHKメディア研究グループ研修会 (年３回)
【各学期（年３回） NHK名古屋放送局】
NHKの方と一緒に研修会を行っています。

★学習工学セミナー 8/19(月) 
【名古屋情報メディア専門学校】
第51回を迎えました。
椙山女学園大学准教授

亀井 美穂子先生が講演をします。

★名情研全体研修会 8/27(火) 
【西区浄心中学校】
プレゼンテーション資料を作成

します。

★第51回愛知県放送教育特別研究会
第57回東海北陸地方放送教育研究大会

8/23(金) 【ウインクあいち】
情報通信総合研究所特別研究員

平井 総一郎 先生が講演をします。

★名情研研究発表大会 10/29(火) 
【名古屋国際センター(NIC)】
実践発表と活動報告を行います。

★事業部研修会 (年２回)
【西区浄心中学校】
6月26日(水)に、第１

回研修会を行い、タブ
レットPCをはじめとした
ＩＣＴの活用法について
研修しました。

11月にも研修会を予定
しています。ぜひご参加
ください。

各学期に開催 夏休み･2学期

（葵小）
（稲葉地小）
（桶狭間小）
（御園小）
（橘小）
（枇杷島小）

今、求められるもの、
それは、人としての魅力

教育センター 第２研究室
指導主事 堀 初恵

進化し続けている今、現在のＡＩ
は現実世界を理解し、そこに意味づ
けをしているのではありません。こ
れができるのは、人間だけです。様
々な人との関わりの中で「幸せ」や
「豊かさ」を追求し、現実世界に意
味づけができる人間だからこそ、魅
力があるのです。
私たちは、目の前の子どもたちや

職場の教職員の目に、魅力ある人間
として映っているでしょうか。
藤谷部長が、よくおっしゃってい

た言葉「研究会に入りたいと思うの
は、研究会そのものよりもむしろ、
研究会に属しているその人に魅力を
感じるからだ。」
この言葉を今こそ、かみ締めたいと
思います。
今まさに、名情研に属する一人一

人が、人としての魅力に磨きをかけ
磁石のように引き付けられる集団だ
と周りの人たちに実感してもらうこ
とが大切なのではないでしょうか。

令和の時代にも Ｉ Ｃ T 名古屋市情報教育研究会
会長 小栗 ちず子（東白壁小）

本研究会は、主体的･対話的な学習にＩＣＴを活用してきました。令和、Society5.0の
時代においては、深い学びにつなげ、確実に「生きる力」を養うことを意識し、子ども
たちの姿で語っていきたいと思います。また、プログラミング教育についても、具体的
な方向性や実践例を示すことを期待します。
これまでの取組に自信をもって実践に当たり、深い学びにつながっているという根拠

を追究していくことが課題です。研究部を中心に、皆さんでこぞって、取り組みいただ
くようお願いいたします。
名情研が、いつの時代も、名古屋市の学校教育の根幹を支える研究会であることを自

負し、精一杯活動していくことを皆さんとともに確認し、挨拶とさせていただきます。

学校情報化を支援、推進します
学校情報化支援部長

藤谷 浩一

本年度から教育センター情報教育
部から学校情報化支援部と名称を変
え、再出発してから２か月がたちま
した。
学校情報化支援部では、学校の情

報化を支援するという目的のもと、
これまでに行ってきた学習用のコン
ピュータ等の整備に加え、校務用コ
ンピュータや校務支援システム等の
整備も合わせて担当することになり
ました。
学校の情報化の窓口は一括で学校

情報化支援部が行うという決意で頑
張っていますので、よろしくお願い
します。

左から 堀指導主事・藤谷部長・小栗校長


